
 

 

 

 

 

日本では、大腸がんで毎年約５万人が命を落としています。大腸がんは、女性の部位別がん死亡数第１位、男性は肺がん、

胃がんに次いで第３位となっています。早期には自覚症状はないので、「異常を感じたら」では手遅れになる場合があります。 

公立学校共済組合福岡支部が実施する大腸がん検診は無料で受けることができます。この機会に、受診しましょう。 

 

 ●検査方法（便潜血検査）とは● 

便に潜む血液の有無を調べる検査です。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

●大腸がん検診 Ｑ&Ａ● 

  Ｑ１．早期の大腸がんに自覚症状はありますか？ 

        

 

 

 

Ｑ２．どのくらいの割合で大腸がんが見つかりますか？ 

 

 

Ａ１．早期には自覚症状はほとんどありません。すでに、「便に血が混じる」、「下痢と便秘を繰りかえ

す」といった症状がある場合には、検診ではなく早めに医師の診察を受けましょう。 

Ａ２．便潜血検査を受け、異常が認められた方のうち３人に 1人から、がん・ポリープが見つかって

います。異常が見つかったら、自覚症状がなくても必ず精密検査を受けてください。 

がが約７％、そして精密検査の後、実際に大腸がんと診断されるのは約０．１～０．２％で

す。 

４０歳を過ぎたら、年に１回 

大腸がん検診を受けよう！ 

無 料 


